
高
橋
信
博
議
員
（
政
和
）

①
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
的
な
活
用
を
推

進
す
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
は
。

②
公
共
施
設
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

活
用
実
績
と
、
今
後
の
取
り
組
み
は
。

③
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
に
対

す
る
設
置
補
助
を
検
討
す
る
考
え
は
。

④
避
難
所
等
の
電
源
に
太
陽
光
発

電
等
を
活
用
す
る
考
え
は
。

⑤
太
陽
光
発
電
等
環
境
面
と
集
客

資
源
の
開
発
を
テ
ー
マ
と
し
た
商
工

会
等
の
取
り
組
み
を
ど
う
考
え
る
か
。

市
長

①
利
用
促
進
の
た
め
の
情
報

提
供
、
研
究
等
に
努
力
し
て
い
く
。

②
太
陽
光
発
電
で
は
大
沼
保
育
園

等
の
実
績
が
あ
る
。
今
後
、
可
能
な

と
こ
ろ
か
ら
利
用
を
検
討
し
た
い
。

③
引
き
続
き
研
究
し
て
い
き
た
い
。

④
課
題
が
多
く
、
災
害
活
動
に
は

防
災
用
の
発
電
機
等
を
活
用
し
た
い
。

⑤
取
り
組
み
等
を
見
守
り
た
い
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
農
薬
、

殺
虫
剤
等
の
処
理
の
市
民
へ
の
周
知

徹
底
を
具
体
的
に
行
っ
て
い
る
か
。

②
下
水
に
流
し
た
り
地
中
に
埋
め

た
り
し
て
は
い
け
な
い
も
の
の
処
理
方

法
の
周
知
徹
底
は
行
っ
て
い
る
か
。
行

っ
て
い
な
い
場
合
、
今
後
の
予
定
は
。

市
長

①
農
薬
等
の
土
壌
等
へ
の
投

棄
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
投
棄
防
止

の
呼
び
か
け
等
は
行
っ
て
い
な
い
。

②
問
い
合
わ
せ
に
は
専
門
の
処
理

業
者
へ
の
依
頼
等
の
案
内
を
し
て
い

る
が
、
業
者
も
な
か
な
か
引
き
受
け

な
い
実
態
が
あ
り
、
処
理
方
法
の
周

知
は
困
難
で
あ
る
。
今
後
都
な
ど
と

相
談
し
、
周
知
方
法
を
検
討
し
た
い
。

住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）

エ
ネ
ル

ギ
ー
問
題
の
視
点
か
ら
も
環
境
の
面

か
ら
も
、
自
動
販
売
機
は
な
く
し
て

い
き
た
い
と
考
え
る
が
、
ど
う
実
現

す
る
か
。

市
長

市
民
サ
ー
ビ
ス
等
の
観
点
か

ら
、
自
動
販
売
機
の
撤
去
は
難
し
い
。

し
か
し
、
環
境
面
へ
の
配
慮
と
し
て
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ
の
自
動
販
売

機
へ
の
交
換
や
夜
間
の
休
止
、
照
明

活
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長

①
昭
和
53
年
か
ら
姉
妹
都
市

と
し
て
、
少
年
少
女
や
一
般
の
人
た

ち
が
互
い
の
地
を
訪
れ
る
な
ど
親
し

み
の
あ
る
交
流
が
行
わ
れ
て
き
た
。

②
現
時
点
で
は
姉
妹
都
市
と
し
て

の
友
好
関
係
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

③
市
民
ツ
ア
ー
は
一
般
応
募
者
の

減
少
な
ど
か
ら
見
直
し
を
し
、
経
済

交
流
ツ
ア
ー
に
切
り
か
え
た
経
緯
が

あ
り
、
復
活
は
考
え
て
い
な
い
。

高
橋
三
男
議
員
（
フ
ォ
）

①
通
勤

交
通
費
の
支
給
単
位
月
を
い
つ
改
め

る
の
か
。

②
退
職
日
付
の
昇
給
は
改
め
る
よ

う
条
例
を
改
正
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
市
職
員
の
勤
務
条
件
に
つ
い
て
、

議
会
の
判
断
に
任
す
べ
き
で
は
。

市
長

①
鉄
道
利
用
の
場
合
の
定
期

券
代
を
、
1
か
月
か
ら
6
か
月
に
変

更
す
る
通
勤
手
当
の
見
直
し
を
平
成

16
年
4
月
か
ら
実
施
す
る
。

②
定
年
退
職
に
よ
る
特
別
昇
給
は
、

年
度
内
で
の
廃
止
を
協
議
し
て
い
る
。

③
社
会
情
勢
等
を
考
慮
し
、
職
員

団
体
と
協
議
を
行
い
、
議
会
に
上
程

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
市
は

生
活
安
全
の
た
め
の
担
当
者
を
設
置

す
る
よ
う
だ
が
、
位
置
づ
け
と
役
割

は
ど
う
な
る
か
。

②
都
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

条
例
で
い
う
地
域
レ
ベ
ル
の
協
議
会

と
は
。
市
と
の
関
係
性
は
ど
う
か
。

③
都
の
ま
ち
づ
く
り
策
の
指
針
に

対
し
、
市
の
考
え
は
。
指
針
を
受
け
、

市
独
自
の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く

り
条
例
を
制
定
す
べ
き
で
は
。

市
長

①
課
等
の
名
称
を
変
更
し
、

担
当
者
を
置
き
、
組
織
体
制
の
充
実

等
を
図
っ
て
い
く
。
役
割
は
、
防
犯

意
識
の
醸
成
等
の
啓
発
事
業
を
中
心

に
、
市
で
取
り
組
む
こ
と
で
効
果
が

発
揮
で
き
る
も
の
を
検
討
し
て
い
る
。

②
警
察
署
長
が
管
轄
区
域
で
区
市

町
村
及
び
都
民
等
と
協
働
し
て
、
安

全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
の
体
制
を
整
備
す
る
も
の
で
、

協
力
と
連
携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

③
指
針
を
受
け
対
策
を
講
じ
た
い
。

条
例
は
必
要
が
あ
れ
ば
制
定
し
た
い
。

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
市
内

に
設
置
さ
れ
て
い
る
監
視
カ
メ
ラ

（
防
犯
カ
メ
ラ
）
の
台
数
等
は
把
握

し
て
い
る
か
。

②
個
人
情
報
保
護
条
例
に
よ
る
行

政
の
個
人
情
報
の
実
際
の
運
営
方
法

は
。
ま
た
、
持
っ
て
い
る
情
報
の
用

途
制
限
は
ど
う
行
っ
て
い
る
か
。

③
監
視
カ
メ
ラ
運
用
の
ル
ー
ル
化

な
ど
の
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

市
長

①
台
数
は
把
握
し
て
い
な
い
。

②
個
人
情
報
を
扱
う
事
務
の
目
的

や
対
象
者
の
範
囲
等
に
つ
い
て
届
け

出
を
し
、
届
け
出
内
容
の
公
示
・
閲

覧
等
の
手
続
を
し
て
い
る
。
情
報
の

目
的
外
使
用
は
個
人
情
報
保
護
条
例

第
10
条
列
挙
の
場
合
に
限
ら
れ
る
。

③
市
と
し
て
は
ル
ー
ル
化
の
考
え

は
な
い
が
、
都
で
は
基
準
を
設
け
る

た
め
の
検
討
を
進
め
て
い
る
と
聞
く
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
庁
内

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
捗
状
況
は
。

②
電
子
市
役
所
実
現
の
手
段
と
し

て
設
立
さ
れ
た
、
都
区
市
町
村
電
子

自
治
体
共
同
運
営
協
議
会
に
お
け
る

検
討
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
展
開
は
。

③
電
子
市
役
所
実
現
に
当
た
り
、

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
ー
対
策
が
実
施
さ
れ
る
の
か
。

④
国
が
電
子
政
府
・
電
子
自
治
体

構
築
を
目
指
し
推
進
し
て
い
る
情
報

化
関
連
施
策
に
対
し
、
市
の
準
備
は
。

市
長

①
庁
内
と
外
部
施
設
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
高
速
化
を
進
め
て
い
る
。

②
当
面
平
成
17
年
1
月
か
ら
電
子

申
請
を
、
平
成
16
年
12
月
か
ら
電
子

調
達
の
う
ち
業
者
登
録
業
務
を
実
施

す
る
予
定
で
、
協
議
を
進
め
て
い
る
。

③
技
術
的
な
対
策
を
実
施
し
て
き

て
お
り
、
さ
ら
に
「
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ポ
リ
シ
ー
」
を
制
定
し
た
。

④
総
合
行
政
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の

接
続
な
ど
、
電
子
市
役
所
の
実
現
に

向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
る
。

斉
藤
　
進
議
員
（
フ
ォ
）

現
在
市

役
所
や
東
部
・
西
部
出
張
所
な
ど
に

設
置
さ
れ
て
い
る
証
明
書
自
動
交
付

機
は
、
交
付
件
数
が
全
体
の
4
分
の

1
を
占
め
る
な
ど
市
民
の
利
便
性
向

上
に
貢
献
し
て
い
る
。
利
用
者
が
多

②
都
の
第
二
次
財
政
再
建
推
進
プ

ラ
ン
で
言
わ
れ
て
い
る
高
率
補
助
金

の
見
直
し
に
つ
い
て
、
撤
回
を
働
き

か
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

③
市
の
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
は
ど

う
な
る
か
。
国
・
都
の
支
出
減
等
を

変
え
る
よ
う
求
め
る
声
を
現
場
か
ら

出
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

①
国
と
地
方
の
業
務
量
に
応

じ
た
財
源
配
分
が
好
ま
し
い
。

②
市
民
生
活
に
直
結
す
る
も
の
等

は
無
理
の
な
い
見
直
し
に
な
る
よ
う
、

市
長
会
を
通
じ
て
要
望
し
て
い
く
。

③
事
業
の
見
直
し
や
市
民
の
若
干

の
負
担
増
も
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
る
。
国
の
構
造
改
革
を
推
進

す
る
な
ど
、
よ
り
効
率
的
な
財
政
制

度
へ
の
改
革
を
求
め
て
い
き
た
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
指
針

を
定
め
て
5
年
が
経
過
し
た
が
、
政

策
形
成
・
計
画
策
定
過
程
に
お
け
る

市
民
参
加
は
ど
う
進
ん
だ
か
。

②
政
策
執
行
過
程
で
は
ど
う
か
。

③
情
報
提
供
等
の
推
進
は
ど
う
か
。

④
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
か
ら
の

課
題
と
、
さ
ら
な
る
推
進
方
策
は
。

市
長

①
委
員
の
市
民
公
募
や
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
実
績
が
あ
る
。

②
実
行
委
員
会
方
式
の
イ
ベ
ン
ト

や
広
報
誌
の
企
画
・
編
集
等
が
あ
る
。

③
積
極
的
に
知
ら
せ
て
い
る
。

④
常
勤
の
有
職
者
の
参
加
割
合
が

少
な
い
こ
と
が
あ
り
、
工
夫
し
た
い
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
北
海

道
の
小
平
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
・

交
流
事
業
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の

歴
史
を
振
り
返
っ
て
の
思
い
は
。

②
小
平
町
が
合
併
し
て
名
前
が
変

わ
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
か
。
こ
れ
か

ら
ど
う
い
う
方
向
で
考
え
て
い
る
か
。

③
小
平
町
へ
の
市
民
ツ
ア
ー
を
復

の
最
小
コ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
か
。

⑤
管
理
職
の
戸
別
訪
問
の
手
法
は
。

市
長

①
給
料
の
減
や
リ
ス
ト
ラ
、

事
業
不
振
等
が
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

②
個
人
市
民
税
は
努
力
の
結
果
回

復
し
て
き
た
。
固
定
資
産
税
は
大
口

の
事
案
に
よ
り
率
に
変
動
が
あ
る
。

③
現
年
度
分
の
収
納
率
向
上
を
第

一
に
、
滞
納
繰
越
分
も
抑
制
し
た
い
。

収
納
率
向
上
対
策
検
討
委
員
会
を
設

置
し
、
対
策
を
策
定
し
て
い
る
。

④
公
平
性
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、

効
率
的
な
滞
納
整
理
に
努
め
て
い
る
。

⑤
二
、
三
人
が
一
組
と
な
っ
て
担

当
地
区
を
訪
問
し
納
税
交
渉
を
し
た
。

鴨
打
喜
久
男
議
員
（
政
和
）

①
市

税
収
入
、
国
・
都
の
補
助
負
担
金
の

今
後
の
見
通
し
は
。

②
民
生
費
の
増
加
に
対
す
る
対
策

と
、
今
後
の
展
望
は
。

③
老
朽
化
す
る
公
共
施
設
の
保
全

計
画
の
財
政
的
裏
づ
け
は
。

④
負
担
が
ふ
え
る
一
部
事
務
組
合

の
今
後
の
見
通
し
は
。

⑤
ど
ん
な
財
政
状
況
に
な
る
か
。

⑥
平
成
16
年
度
の
予
算
編
成
方
針

は
。
新
規
事
業
は
で
き
る
の
か
。

市
長

①
市
税
は
現
状
程
度
で
、
補

助
負
担
金
は
微
減
と
推
測
し
て
い
る
。

②
今
後
、
国
全
体
の
傾
向
に
よ
っ

て
変
わ
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

③
財
源
が
不
足
し
て
く
る
。

④
各
組
合
の
事
業
遂
行
に
支
障
の

出
な
い
中
で
効
率
化
を
求
め
て
い
く
。

⑤
国
の
構
造
改
革
の
最
終
年
に
は

不
交
付
団
体
に
な
る
可
能
性
が
強
い
。

⑥
財
源
確
保
に
努
め
、
新
規
は
緊

急
度
の
高
い
も
の
等
か
ら
展
開
す
る
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
国
の

財
政
の
あ
り
方
、
特
に
地
方
自
治
体

財
政
へ
の
あ
り
方
を
ど
う
見
る
か
。

く
開
館
時
間
も
長
い
市
民
総
合
体
育

館
内
に
、
設
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

市
長

交
付
機
の
設
置
場
所
に
適
し

た
条
件
を
有
す
る
施
設
で
あ
る
と
考

え
る
。
今
後
の
新
設
は
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用
の
検
討

も
視
野
に
入
れ
、
現
行
機
種
か
ら
住

基
カ
ー
ド
対
応
機
種
へ
の
切
り
か
え

時
期
等
を
考
慮
し
、
検
討
し
た
い
。

住
田
景
子
議
員
（
緑
ネ
）

納
税
通

知
書
の
あ
て
名
は
主
と
し
て
世
帯
主

で
あ
る
男
性
の
名
前
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
最
近
、
若
い
夫
婦
な
ど
で

は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
購
入
な
ど
は
共
同

で
あ
り
、
共
有
名
義
に
な
っ
て
い
る
。

税
収
が
減
っ
て
い
る
の
に
、
納
税
の

お
知
ら
せ
が
「
外
1
名
様
」
で
は
、

納
税
意
欲
が
な
く
な
る
。
通
知
書
は

実
名
連
記
に
す
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、
今
後
改
善
で
き
な
い
か
。

市
長

固
定
資
産
が
共
有
名
義
の
場

合
は
、
連
帯
し
て
納
税
義
務
を
負
う

こ
と
か
ら
、
共
有
者
の
中
か
ら
1
名

を
代
表
者
と
し
て
納
税
通
知
書
を
送

付
し
て
い
る
。
共
有
者
が
市
内
に
住

所
を
有
す
る
場
合
、
住
民
登
録
が
先

の
人
を
代
表
者
と
し
て
表
示
し
て
い

る
。
共
有
者
の
実
名
表
示
に
つ
い
て

は
、
共
有
者
が
多
数
の
場
合
等
、
課

題
が
あ
る
の
で
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

常
松
大
介
議
員
（
緑
ネ
）

①
多
額

の
滞
納
繰
越
金
の
発
生
要
因
は
。

②
収
入
歩
合
の
実
績
の
評
価
は
。

③
滞
納
額
や
収
入
見
込
み
額
に
対

す
る
見
解
は
。
今
後
、
収
入
歩
合
の

向
上
や
滞
納
繰
越
の
発
生
抑
制
の
た

め
努
力
す
る
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う

な
行
動
計
画
に
基
づ
く
の
か
。

④
滞
納
繰
越
分
収
入
額
と
徴
税
コ

ス
ト
は
、
最
大
効
果
を
上
げ
る
た
め

平成１６年（２００４年）１月２５日 こだいら　市　議　会　だ　よ　り　

の
停
止
等
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
に
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と

も
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
タ
イ
プ
へ
の
自

動
販
売
機
の
交
換
促
進
や
容
器
リ
サ

イ
ク
ル
の
徹
底
等
、
環
境
に
配
慮
し

た
方
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

加
藤
俊
彦
議
員
（
公
明
）

①
昨
年

度
、
三
多
摩
地
域
廃
棄
物
広
域
処
分

組
合
に
搬
入
し
た
ご
み
量
は
。
搬
入

用
の
ト
ラ
ッ
ク
の
台
数
は
。
運
搬
費

用
は
幾
ら
か
。

②
搬
入
用
ト
ラ
ッ
ク
は
、
デ
ィ
ー

ゼ
ル
規
制
に
適
合
し
て
い
る
か
。
飛

散
防
止
対
策
は
と
ら
れ
て
い
る
か
。

③
エ
コ
セ
メ
ン
ト
プ
ラ
ン
ト
の
運

営
開
始
に
よ
り
、
搬
入
ト
ラ
ッ
ク
の

便
数
は
増
加
す
る
か
。
搬
入
経
路
の

周
辺
地
域
の
環
境
は
悪
化
す
る
か
。

④
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
よ
る
搬
入
に

つ
い
て
、
今
後
の
あ
り
方
は
ど
う
か
。

市
長

①
小
平
市
分
の
焼
却
残
渣
が

5
千
2
百
2
ト
ン
等
で
、
月
約
59
台
、

費
用
は
3
千
百
40
万
円
で
あ
る
。

②
排
ガ
ス
対
策
済
み
車
両
で
あ
る
。

天
蓋
つ
き
車
両
で
運
搬
し
て
い
る
。

③
1
日
95
台
ほ
ど
増
加
す
る
予
定

で
あ
る
。
搬
出
入
に
か
か
わ
る
関
係

市
町
村
と
の
協
定
等
を
遵
守
し
て
い

く
と
聞
い
て
い
る
。

④
ご
み
減
量
施
策
の
推
進
等
を
し

て
い
く
。

4

一般質問

一般質問とは 
議員が市政全般にわたり、市長や教育長などに質問をし、考え方をただすことをいいます。適正な行政運営を行う上で、その役割は重要です。 
ここでは、24人の議員からの質問のうち、１人３件までその要旨を掲載しました。 

政和 

公明 

フォ 

緑ネ 

共産 

安

全

・

安

心

の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

▲

市
役
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
自

動
販
売
機

監

視

社

会

に

警
鐘
を
鳴
ら
そ
う

電
子
市
役
所
の

実
現
に
向
け
て

市
民
総
合
体
育
館
内
に

証
明
書
自
動
交
付
機
の
設
置
を

市

税

の

滞
納
繰
越
分
徴
収

納
税
通
知
書
は
実
名
連
記

に

し

て

ほ

し

い

来
年
度
の
市
予
算
編
成
に

当
た
っ
て
国
・
都
に
声
を

危
機
的
財
政
状
況
と

平
成
16
年
度
の
新
規
政
策

市
民
参
加
の
推
進
に

関

す

る

指

針

小
平
町
と
の
交
流

市
職
員
の
勤
務
条
件

太
陽
光
・
風
力
発
電
に
よ
る
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
積
極
活
用
と
推
進

公
共
施
設
で
は
も
う

自
動
販
売
機
を
や
め
よ
う

一
般
廃
棄
物
の
埋
め
立
て

処
分
場
へ
の
搬
入

土
壌
汚
染
防
止
に

向
け
て
の
取
り
組
み

お

び
ら

ざ
ん

さ

て
ん
が
い


